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本発表では、我々がこれまでに行ってきた「転倒予防」に関する研究・活動を、病院内、病院外

での活動に分けて報告する。 

まずは、病院内での転倒予防研究から報告する。病院での在院日数短縮が加速化している昨今

の医療情勢において、十分に動作レベルが回復していない、いわゆる転倒予備軍の自宅退院の増

加が見込まれており、退院患者に対して再転倒予防のための適切な指導を行うことは喫緊の課題

である。転倒要因は内的要因と外的要因に分けられ、地域在住高齢者に対する転倒予防介入とし

て、内的及び外的要因単独での介入、双方を組み合わせた多要因への介入の有効性が確立されて 

きている。従来、急性期病院では下肢筋力強化、動的バランス、歩行練習等の内的要因に重点を

おいた転倒予防指導は行われてきたものの、患者宅を訪問し家屋評価による転倒リスクを改善す

る外的要因の介入併用は、実現可能性の低い方法であった。そこで我々は、急性期病院の退院患

者に対する外的要因への転倒予防介入として、患者が描いた自宅見取り図上で家屋評価を行い、

転倒リスクの高い屋内箇所の改善方法を指導したところ、退院後 1 ヶ月までの転倒予防効果を確

認した（Ueda et al, 2017）。単一施設のみならず、全国規模の多施設共同研究においても、同様の

結果が得られた（Ueda et al, 2022）。以上より、退院後短期的にみた場合、自宅見取り図を用いた

転倒予防指導は、退院患者の身体機能に関する評価・治療に加え、自宅訪問に依らない簡易な住

環境へのアプローチ方法として臨床的有用性が高い方法と考えられる。 

 病院内での転倒予防研究で得られた知見を、病院外での活動に生かした。具体的には、森之宮

UR にて、モデルルーム改修事業へ参加し、「自宅で安心して暮らす！「健康・医療・介護」を体

験できるモデルルーム」の転倒予防・介護予防のお部屋を監修した。この部屋は、住マイルリハ

ビリテーション®を具現化したモデルルームであり、家具の配置転換や転倒予防グッズの紹介等で

転倒予防を促す部屋とした（次頁以降で詳細説明）。臨床・研究で得た知見を地域へ還元していく

ことは非常に重要だと考え、今後も積極的な展開を行っていきたい。 
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（本学 HP より抜粋引用、令和４年 11 月 14 日） 

https://www.ur-net.go.jp/west/press/hndcds000000bkc3-

att/20221114_morinomiya_smart_aging.pdf 
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